
レンズスター MYOPIA APS
近視管理ソフトウェア EyeSuite Myopia / AMMC 搭載

販売名:レンズスター LS900



近年、世界的に近視人口の割合が増加しています。
世界保健機関（WHO）は、2050年には世界人口
の半数にあたる約50億人が近視となり、そのうち
の10億人が強度近視に至ると予測をしています。

近視の発症は特に若年層に顕著です。学齢期のお
子様は成長とともに眼球の形状が変化するため、
近視発症のリスクが高いことで知られています。
近視を治療せずに放置すると、成人期に重篤な眼
疾患を発症するリスクが増加します。
そのため早期に近視リスクを把握して予防治療を
行うことが重要です。

近視治療には、眼鏡、コンタクトレンズ、点眼治療、
オルソケラトロジーなど様々な選択肢があります
が、最適な治療を判断するのは専門的な知識が
不可欠です。
レンズスターMyopiaは、近視の進行をフォロー
しつつ、1人1人に合った治療について適切な判断
をするためのサポートを行います。

レンズスター MYOPIAは
近視のフォローアップと
治療方針の判断を
サポートします





屈折の経時変化や将来的な屈折度数の予測をグラフで表示します。近視治療を実施した
場合と未治療の場合の屈折予測線を比較することができます。治療効果の編集や、新しい
治療法の追加等カスタマイズが可能です。 ＊屈折値は手動入力です。

近視管理アプリケーション

 屈折評価 - 各治療法毎に将来の近視進行を予測 -

屈折値予測
表示例 １

現在行っている
治療を継続した
場合と未治療の
場合の屈折値の
成長予測をグラ
フで表示します。

屈折値予測
表示例 ２

予め登録している
すべての治療法を
それぞれ継続した
場合と、未治療の
場合の屈折値の
成長予測をグラフ
で表示します。

１



眼軸長の経時変化をグラフで表示します。またTideman解析等の参照線と眼軸長成長
曲線を重ね合わせることにより、視覚的に眼軸長伸長の傾向をつかむことができます。
測定では、瞳孔径、硝子体長、角膜厚、ケラトメトリーなどの補足データも取得可能です。

 バイオメトリー評価 –眼軸長の経時変化を視覚化 -

眼軸長成長推移
表示例 １

眼軸長の成長推移
をTideman解析と
重ね合わせて表示
することで将来的な
近視進行の傾向を
把握することができ
ます。

眼軸長成長推移
表示例 ２

眼軸長の成長推移
をメタ解析と重ね合
わせて表示すること
で人種や性別による
傾向と比較すること
ができます。

２

屈折 / バイオメトリー 



AMMC（Age-Matched Myopia Control）はHakan Kaymak教授の研究で得られ
た眼軸長成長曲線をベースに構築されたチャートです。
経時的に記録した眼軸長データを使用して、現在行っている近視治療の効果を検証し、こ
の治療を継続するか、他の治療に切り替えるかの判断をサポートします。

近視管理アプリケーション

 AMMC -治療の効果を見極める -
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【眼軸長の成長速度に関するカテゴライズ】

緑の範囲：
 問題の無い範囲で眼軸長が伸びています
 

黄色の範囲：
 やや急速に眼軸長が伸びています

赤色の範囲：
 急速に眼軸長が伸びています
 

３

【治療の効果に関するカテゴライズ】
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AMMC

AMMCチャート
表示例 ２

治療開始後、一度は
眼軸の伸長を抑制
することができまし
たが、再び急速に伸
長して赤色の範囲ま
で戻りました。この
場合早急に治療の見
直しが必要です。

AMMCチャート
表示例 １

治療開始後、眼軸の
成長が大幅に抑制
され治療が効果的で
ある状態です。緑色
の範囲内で眼軸を
コントロールすること
が目標となります。



環境因子チャート
表示例

チャートをなるべく
真ん中のラインに近
づけるように意識す
ることで視機能に
最適な環境を目指
します。

両親の近視による遺伝要素、近視を発症した年齢、近くを見ている時間、外で過ごす時間の
増減による環境要素を記録して近視進行に影響を及ぼす可能性を視覚化します。
項目の追加や加重値などのカスタマイズが可能です。

 環境因子 - 日常生活の近視進行要因を視覚化 -４

環境因子

環境設定

設定画面で環境因子
の項目をカスタマイズ
できます。
項目の増減や加重値
の変更を行うことが
できます。

＊加重値がプラス： 近視への影響が小さい
加重値がマイナス：近視への影響が大きい



APS(Automated Positioning System)により、測定時にフォーカス調整や中心合わ
せ等カメラ位置の微調整を自動で行います。検査時間を短縮し、患者様と測定者の負担を
軽減します。

サポートツール

 自動ポジショニングシステム APS５

測定画面

左の図のように緑の
円が表示する箇所まで
カメラ位置を動かすと
APSが作動してフォー
カスとカメラ位置の微
調整を自動で行います。



サポートツール

 説明用レポート

近視の基礎知識や現在行っている治療についてのレポートをプリントして患者様へお渡し
することができます。
レポートの文章や構成はお好みに合わせてカスタマイズすることが可能です。

６



上記測定範囲は本製品の測定及び解析標準設定に基づくものです。

本機器のEyeSuite Myopiaに関する結果やレポートは、若年者の近視について、現在の状態と

将来の近視進行の傾向を統計データに基づいて算出したものであり、特定（未承認品を含む）の

薬剤や機材等の販売を促進を意図したものではなく、医師の診断を補助することを目的としています。

仕 様

眼軸長 AL

測定範囲 14 - 32 mm

表示解像力 0.01 mm

硝子体長 VCD

測定範囲 1 - 30 mm

表示解像力 0.01 mm

角膜厚 CT

測定範囲 300 - 800 μm

表示解像力 0.01 mm

ケラトメトリー K

測定範囲（半径） 5 - 10.5 mm

表示解像力 0.01mm

測定範囲（乱視軸） 0 - 180°

表示解像力 1°

瞳孔径 PD

測定範囲 2 - 13 mm

表示解像力 0.01 mm

レーザー安全

クラスⅠレーザー製品

電子カルテシステム
インターフェース

DICOM

EyeSuiteスクリプト言語

GDT

EyeSuiteコマンドラインインターフェース



医療機器認証番号 221AIBZX00022000

Printed in Japan 202409 Rev3

仕様及び外観は予告なしに変更する場合があります。

製造元 Haag-Streit AG, Bern, Switzerland

お問い合わせ
フォーム
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